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１．研究計画の概要 

大都市における水質汚染が世界中で大きな
環境問題となっている。こうした問題の改善には
、未だに開発が遅れている水質汚染の原因や汚
染程度の評価手法の確立が急務となっている。
このような背景から、本研究は水質汚染を評価
するための新しい手法を開発し、その有用性を
実証することを目的とする。本研究では世界の人
口が集中するアジア大都市を対象とする。これま
での最先端研究で欠けていた『汚染の起源とな
る物質の特徴付け』を行い、かつ、新たな手法と
してマルチ環境トレーサビリティ法を導入すること
で問題解決を図る。 
 
２．研究の進捗状況 

初年度（平成20年度）は比較試料として重要
視している化学肥料および合成洗剤等の汚染原
因物質の収集を完成させるとともに、降水、河川
水、地下水等の水試料の収集も進めていた．昨
年度（平成21年度）は水試料の収集をほぼ完成
させた。本年度の目標は残りの試料を全て採取・
分析をすべて終え、アジアの個々の地域につい
ての研究成果を発信していくことであった。三年
目の平成22年度は台北、マニラの地下水に対し
て環境トレーサビリティ法（HH2O, OH2O, NNO3, 
ONO3, SSO4, OSO4, Sr）を適応し、その水質形成なら
びに汚染実態・挙動を論じた研究の結果を国際
誌に掲載した。これまで情報があまり手に入らな
かった寄与物質を比較情報とすることで同位体
比をマルチに用いたアプローチにより水質形成
や水質現状・悪化プロセスやメカニズムが明らか
になることが実証され、加えて各同位体比の結
果をどのように解釈に用いれば良いかを整理す
ることが出来た。中でもＳｒ同位体比は重要な水
質検査項目である砒素（多くの場合自然由来で
ある特定の地質構成物質からもたらされるケース

が多い）がどの帯水層からもたらされるかを知る
手がかりになり得ることが新たに明らかとなった。
更に、大阪、マニラ、ジャカルタに対し鉛同位体
トレーサビリティ法を用いてそれぞれの流域汚染
蓄積史を解読し、その結果を三本の国際誌に発
表した。このほか、アジアにおける水環境問題を
一般向けに発信するため、書籍や写真集にて本
研究の成果を発表した。 
 
３．現在までの達成度 
 おおむね順調に進展している。成果・出版物
の質と量は予定を上回ることからも、達成度は高
い。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 来年度は最終年度にあたる。同位体トレーサ
ビリティを用いたこれまでアジアの個々の地域に
対して行ってきた成果発表を続けながら、アジア
各国の現状をまとめ、かつ、同位体比によりこれ
までの地域研究からグルーバルな研究へと発展
させるための道を探る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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